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＊アンケート結果の詳細については、別紙添付資料「研修会アンケートのまとめ」を参照。

総

評

・研修開催初参加のメンバーが多い中、スムーズな準備、進行ができた。

・研修準備に関しては、ＬＩＮＥにて情報共有を行った。直接メンバーが対面するのは研修当日となったため、

講師、事務局との連絡、アンケートや参加者名簿作成等の事前準備は経験のあるメンバーが担った。

・グループワークを行えない為、参加申込書にアンケートを設けて回答いただいた。研修前に講師に参加者

からの回答を伝え、資料に反映して頂いたり、研修の中で情報共有する時間を設けて頂いた。

・参加者からの意見もあったが、対面研修のメリットはグループワークなどで情報共有であるとの声が多かった。また、講師も

一日分の内容を半日に凝縮し、説明も割愛する場面があったので、今後は１日研修、ディスカッションの実施を検討して欲しい

１．研修内容と目的の一致

令和　　5年　　６月　　5日

（研修会開催後の反省会での内容や研修リーダー・メンバーとしての感想等を記述）

リスクマネジメント研修

４．研修会の進め方

研修会の評価

２．講義に対する評価
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～総合評価点～

研修会名

日　　　時

研　修　会　報　告　書

３．グループワーク

研修会のテーマ

参加人数

高齢者介護施設リスクマネジメントの５ステップ

60

講　　　師

令和5年6月5日（月）

埼玉県県民活動総合センター　セミナーホール２

大橋　幸子様　（文京学院大学　保健医療技術学部教授）

土佐　優子（むさしの苑）

（公社）埼玉県介護老人保健施設協会

鈴木　千景

ハーティハイム会長 　荒舩　丈一　　様

アンケート回収枚数

会　　　場

58 名 名

研修リーダー
研修メンバー

（施設名）

原因究明シートを使った対策検討～SHELL分析の応用～

鈴木　千景　（ハーティハイム）
今村　直哉　（ルーエハイム）

長谷川　陸（ナーシングホーム和光）

参加人数・定員


